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【はじめに】ヘルスメイト（食生活改善推進員）の地区組織活動は住民の健康を大きな目標にしている。食生活改善協議会の団体組織として、「新世紀ちば健康プラン（健康日本２１地方計画）策定調査」や「子どもの食生活実態調査」への協力、「食育推進協議会」、「保健所運営協議会」、「健康づくり推進協議会」、「地域・職域協議会」の委員として住民代表の視点で参画し、市の健康づくり施策推進の担い手としてその役割は重要である。
【現状】ヘルスメイト数は、H19年12月末現在、210名（内2名男性、平均年齢59.4歳）で配置率は38.5%（210名／546名）である【配置基準700世帯／人】。平均活動年数は7.2±5.5年でH12年度290名を境に年々減少傾向にある。活動の辞退理由は、配偶者の転勤、親の介護などによる。この減少傾向の改善策を検討するために、（１）「ヘルスメイトを増やす（2割増）」をテーマに保健所・保健福祉センター管理栄養士による検討会の実施（H19.2月）（２）「ヘルスメイトの地区組織活動における活動満足感や負担感（H19.2月）」について調査を実施した。「地域住民への働きかけが難しい」、「活動量が多い」、「責任が重い」の順に活動に対する負担を感じているものが多く経験年数別にみると活動に対する満足感は「喜び」、「やりがい」、負担感は「人間関係」、「住民への働きかけ」に差がみられた。（３）ヘルスメイトの中央研修会（H19.12月）にて「仲間を増やそう」をテーマにグループワークを実施した。楽しい（やりがいのある）活動や仲間を増やす方法（減らさないためにすべきこと）について様々な意見が抽出された。
【課題】健康づくりは一人では長続きしないため、住民の組織活動による地域の後押しが重要であり、健康づくりの決め手は「地域力」にあるといわれている。「地域力」を高めるマンパワーとなるヘルスメイトの人材育成は重要である。行政栄養士はヘルスメイトの地区活動の継続を促進するために、（１）地区組織の目的を明確にする支援：ヘルスメイトと協働で「地域住民の健康づくりを実現するために何をするのか」を明確にした活動を共有すること。（２）ヘルスメイトが常に楽しく活動できる環境づくりを支援する。（３）メンバーが生き生きと活動しているかに気を配るなどの対応が常にできる能力を身につけることが重要である。
